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ラテン語と学術用語

山田正春(地質相談所)

はじめに

イギリスのスコットランドに所在するネス湖で怪獣

を見たと報ぜられて以来多くの調査･観測が行われ'

わが国からも調査班が現地に赴くなど世界の注目を集

めた.たしかに報道された写真でみるかぎりネス湖

の怪獣は実在の可能性カミあるように思える.しかもネ

ッシｰと名付けられたこの怪獣が恐竜類に属するとし

てすでに中生代末に絶滅したとされているだけに一

層興味をそそるようだ.何しろ｢恐竜をみつけるほど

ドラマティックなことはない｣といわれるのにことも

あろうに化石ではなく実物が現存することになるのだ

からそれも当然であろう.

ところカミ昭和52年盛夏には日本漁船がニュｰジｰラ

ンドの南島の南東沖で巨大な動物を網にかけたのであ

るがそれが何であるかで俄然世の注目を集めニュｰ

ネッシｰとも称されている.しかし残念祖がら実物は

なく写真のみでわずかに毛の類カミ持ってこられこ

れカミ唯一の物的証拠となりその道の専門家によって調

べられた.動物学水産学や古生物学からはては解

剖学までにわたる多方面の専門家の意見では恐竜の仲

間の首長竜(P1esiosaurus)ではないかいや鮫の一種で

はと意見が分れたようであるが世界の専門家もそ

れぞれ同じような意見を述べていた.これらについて

は読者の皆様すでに先刻御承知のことでここで改

めて続々述べるまでもあるまい.

しかしこの事件があってから俄かに恐竜についての

関心が高まったのであるカミ特に従来わが国では子供

の夢としても｢恐竜｣という言葉が一般的で｢Sau･uSザウ

ルス｣という言葉(正確恋学名はラテン語のdinOSauruS

ディノサウルスでdin0は恐ろしいとか腕のあるとかの

意SaumSはトカゲ又は竜でギリシア語のdeinOS-

SaurOSから来た言葉.まさしく恐竜である.英語;

ainOSaur独語;dinOSaur五er仏語;dinOSaurienS)が

マスコミの波に登場するようになったのは今度の事件

がきっかけであろう.そしてSauruSとは何語から来

たのかとか発音はザウノレスでいいのか(正しいラテン

語読みではサウルス)在どなど多くの質問をうける.

もとより医学薬学をはじめ学術用語はラテン語と密

接な関係があるが地質学の分野でも勿論そうである.

日常当然のように使用されている学術用語もラテン語

に由来するものが多いのである.筆者はもとより言

語学や古典語の専門家ではないがかつて滞仏中に一応

ラテン語を習得レたのでそれを要約しさらにギリシ

ア系語詞にもふれながらラテン語と学術用語について

以下にのべてみようと思う次第である.

ラテン語(Lingu･L･tin･リングァラティナ)とは古代

に世界帝国を築いたロｰマ人の言葉であるがもとはイ

タリアのロｰマ周辺のLatiniラティニｰ地方で話されて

いた一方言である.これは紀元前6～7世紀頃から

イタリア中部のTiberis河畔の7つの丘に拠っていたロ

ｰマ市民の言葉であるがLatiniの一分派であるため

一般にその用語をLinguaLatinaと呼んだのである.

小さな都市国家ロｰマが地中海世界を征服してロｰ

マ帝国となるとともにその言語であるラテン語もそ

の世界に拡まり通用する公用語･共通語として大いに

幅をきかせ地方によっては従来の土着語を圧して広く

使用された.したがってラテン文学とはロｰマ人と

彼等の征服した異民族とがラテン語で書いた文学のこ

とである.この傾向はロｰマ帝国の分裂･消滅(476

年)後も地方によっては持続されラテン語そのもの

は文学および学術用語として中世にも使用され続けたの

である.バリではラテン区(9uartier1atinカノレチ

エラタン)として18世紀末までラテン語カミ通用してい

た一画が現在も残っている.

民衆の間で話されていたラテン語はいわゆるロｰマ

ｰンス語(LinguaeR6m互nae)と称されるイタリア語

フランス語スペイン語ポノレトガノレ語ルｰマニア語

などへ変化して行ったがこれらはいづれもラテン口語

の地方的文化によって出来た言語である.

ラテン語の歴史

ラテン語は紀元前三世紀頃にはじまり文学･歴史

･弁論･哲学をはじめ諸科学にわたってその著述に使

用され中世に入っても依然として教養ある人々に愛用

されて宗教界は勿論学術用語としても広く使用され

現代にいたった.したがって広い意味でのラテン文学�
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表1ラテン文学史(年表)
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1主(とくにラテン盲青吏の)時代区分については異説がある.

吏は表1のように非常に永い歴史を持っているカミ各

時代の特長と代表的人物を簡単に述べるとつぎのよ

うになる.

1)初期(753-240B.C.)…記述カミ国家と宗教に奉

仕していた時期で年譜･法文(ロｰマ法)や墓碑

銘にみられるのみである.

2)発展期(240■80B.C.頃)…ギリシア文化の愛好

者で貴族であるスキｰビオｰ(Scipiδ)らの庇護の

下に詩人たちがラテン語を磨きかつ文学を発展

させた時代.ラテン詩の父と呼ばれたエンニウス

Ennius(239-169B.C.)など.

3)古典期(80B.C.頃一A.D.14)…すぐれた作家が

輩出した時代で現在われわれが学ぶラテン語は

主としてこの時期の言語を標準としている.将軍

で作家でもあったカエサル(英語読みではシｰザｰ)

Caesar(100-44B.C.)多才の政治家キケロｰ

Cice工δ(106-43B.C.)など.

4)後期(14-180頃)…詩が衰え歓文が技巧に傾

いた時代.哲学者セネカSeneca(4-65)など･

5)キリスト教期(180頃'476)…キリスト教護教作

家の時代で古代ロｰマの伝統的な文学は衰退した.

日本でよく知られる思想家アウグスティヌスAugu-

stinus(354-430)など.

6)中世期(476-1321)

イ)衰退期(5世紀一7世紀)…ヨｰロッパが異民

族の侵入によって暗黒であった時期.博物学者

イシドｰノレスIshidδrus(570-636)キリスト

教学者グレコｰリウスGreg6rius(538-593)な

ど.

表2
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名称大体の音魎
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口)復興期(8世紀一10世紀)…シャルルマｰニュ

Caro1usmagnus(762-814)によって文芸が復

興された時期.

ハ)隆盛期(11世紀一13世紀)…いわゆる｢十二世紀

ルネッサンス｣を中心に中世ラテン文学の栄え

た時期･ディエｰスイｰラエDiεsIraeの宗教

詩など.

ラテン字母と発音

われわれが現在学ぶラテン語すなわちラテン文学の

古典期(画歴第一世紀頃)に用いられていた正式な字母

(E1ementaつまりアルファベット)は表2の通りで

英語などより少ない23文字である.なお古典期には大

文字しかなく小文字は中世に出来たものである.ま

た現代では一般的に固有名詞(それから派生した形容

詞副詞)と文頭のみに大文字を用いるのが慣例であ

る､

ラテン文字すなわちロｰマ字はもともとギリシア

文字(その中の西ギリシア系)から出ているがそれか

ら若干の変化を受けついでいる.YとZは古典期に

初めてギリシア語の流入に伴って公に採用された.

ラテン語の発音は表2に示した音価によるが一字�
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一音が原則のいわゆるロｰマ字であって近代語のよ

うに発音しない文字はなく発音は容易である.詳

細は省略するが注意すべきものをつぎにのべる.

Cは元来〔9〕の音を表わし従ってCとKとは異なっ

ていた.〔9〕の音を表すためにGが作られてから次

第にCがKにとって代ることになった.一方Kはk缶

1endaeカレンダエ:朔日(わが国ではカレンダｰの語が

一般化している)の他は使用されなく在った.

Iは母音〔i〕のみならず半母音〔j〕にも用いられて

いた.しかし普通両者を区別して〔j〕に対してはJ

jを用いている.1biイビそこにj亘niorユｰ

ニオｰルより若いVは半母音〔w〕にも母音〔u〕にも

用いられていた.これも便宜上区別して〔u〕に対し

てはUuを用いる､

Yinumウィｰヌムぶとう酒耐uSウｰヌスｰっ

(の)Sは常に無声音を表はしいかなる場合にも有声

音〔Z〕になることはない.･0Saロｰサバラの花

Xは常に〔ks〕で〔9s〕に在ることはないmaximus

マクシムス最大の

母音には長短があり長母音の上には長音符Apex(a

εなど)をつける.長音符のない母音はすべて短母

音と解してよいが特に短母音であることを強調する必

要のある場合は邑さの記号をつける.

また複母音としてはaeアユauアウeiエイeu

ユウ｡eオェuiウイの6つがあるがこれがまたラ

テン語の特長である.sa･cu1umサエクルム時代

世紀poenaポエナ罰au工aアウラそよ風など.

その他子音音節など多くの規則があるが省略する.

ラテン語のアクセントは英語のような強調のアク

セント(stresaccent)とちがい高低のアクセント(Pitch

a㏄ent)でアクセントのある音節は他の音節に比し

て高い調子で発音される.ラテン語のアクセントには

つぎのような簡単な原則カミある.①最後の音節にお

かれることはない.②語末から三音節以上にさかの

ぽらない.③つまり語末から二音節か三音節にくる

訳である.④したがって二音節の語では当然はじ

めの音節にアクセントがある.su1phur美ルプル硫黄.

⑤三音節がそれ以上の音節の時は語末から二番目の

音節が長けれぱそこにくる.fOrtδnaフォルドｰナ幸

運.⑥語末から二番目の音節カミ短いか長短共通の

時は三番目の音節にくる.Pec腕iaペグｰニァ金銭.

ラテン語の文法と変化

ラテン語の品詞の特長として冠詞がないことがあげら

れる.したがって冠詞がないのでマirウィルカミ｢その

男｣か｢ある男｣かは文脈で判断するより方法がない

訳である.

ラテン語には変化(活用)する語と変化しない話と

がある.変化するのは名詞群(名詞数詞形容詞

副詞)と動詞とで他の品詞は変化しない.われわれ

が学術用語として関係の深いのは名詞と形容詞であ

るのでこの変化について簡単にのべる.

名詞の変化とは名詞がそれぞれ特殊な状況に応じて

いくつかの特別な語尾変化を示すことをいうがその変

化には性genuSゲヌス数numeruSヌメルス格

CaSuSカススの三つがある.なお形容詞の変化は大

体名詞変化に従うものである.

性はドイツ語などと同じで男性m;muSCuhnu皿ム

スクリｰヌム女性壬;{εminimmフェｰミニｰヌム

中性n;neutmmネウトノレムの三種がある.これは勿

論文法的な性で自然性には影響されるが直接には関

係柱く語形によってある程度のノレｰルがある.

数は単数s;singu1亘risシングラｰリスと複数P1;P1小

工昼1isプルｰラｰリスがある.

格とはある名詞(あるいは代名詞形容詞)がそ

れぞれの具体的荏表明つまり実際の思惟判断に当り

その表現である文章中において該当語の有する立場や

位置つまり他語との関係を表わすために取る一定の語

形をいう.ロシヤ語やドイツ語などではこの格の概'

念はか祖ゆ明瞭であるが英語やフランス語･イタリア

語などのロｰマｰンス語などでは首あった格が融合し

てしまってあまり明瞭ではない.

ラテン語にはつぎのような六つの格形がある.さ

らに名詞の変化は通常第一から第五までの五種類に分

けられる.この区分は専らその名詞の語幹によるも

のでつぎのようになる.

第一変化一aに終る語幹

第二変化一0に終る語幹

第三変化一iとすべての

子音に終る語幹

第四変化一uに終る語幹

第五変化一εに終る語幹

語幹原形

10nalinaf,月ルｰナ

｡ae1ocae1umn,空カエルム

piscipisCiSlm,魚ピスキス

pedPεsn,足へ一ス

mammanuSf,手マヌス

diεdiεSm,目デイェｰス

第一変化に属する1腕af,月の格変化を単数複数別

に示すとつぎのようになる.

単数;S

主格(nom)10na

属格(9en)1Onae

対格(acc)1inam

与格(dat)lOnae

月は

月の

月を

月に

複数;Pl

linae月らは

1inaru皿月らの

1in邑s月らを

1OniS月らに�
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往格(abl)hn註月より1inis月らより

呼格(voc)lOna月よ1耐ae月らよ

第二変化から第五変化までは省略するがそれぞれ独

自の変化をする訳でさらに形容詞も名詞にしたがって

変化するのであるからラテン語はかなり厄介な言語で

あるといえよう.

ラテン語とギリシア語

ギリシア語は独特の字形の24文字よりなるが小文

字はラテン語と同じく中世以降のものである.われわ

れは一般に数学において親しんだものであるが最近

は国産自動車の名称に使用されたりしているようである･

ギリシア文化の最盛期文学の黄金時代は西暦紀元

前五世紀から四世紀にわたる時代であった.古典ギリ

シア語と呼ばれるのはこの時期のその中心であった都

市アテｰナイの標準的な言語ともいうべきものでP肚

TONやISOK趾TESなどの作品にみることが出来る･

ギリシア語もまたラテン語の場合と同じように欧米

諸国では中世以降の伝統によってそれぞれの国によっ

てバラバラな発音や読み方を用いてきた(ここではギ

リシア語の発音や文法は省略する).そして近代語と

くに学術用語中に大幅に取り入れられているが大体

は一応ラテン語の枠内で行われてきた.殊にギリシア

文字は西欧諸国の使用するラテン文字に書き変えねぱ

なら桂かったことが一層ラテン化の傾向を増したので

あろう.

かようにラテン語の中には極めて多数のギリシア

語が混入しているがこれは音ごとにロｰマの開国以

後その版図の拡大につれて丁度アレクサンデル大帝

後のギリシア文化拡散期にあった地中海(ことに東部)

世界をつぎつぎと征服しその文化を大いに取り入れ

たからに他ならない.高度の文化を誇り絢燭たる文

芸や美術に飾られたヘレニズム世界は質朴なロｰマ人

を一挙にしてとりこにしてしまった.文化と共に当然

ギリシアの語詞もロｰマに流入した.これは日本語中

における漢語や明治以降の西欧語とくに英語をみれ

ば容易に理解出来る.しかしわれわれカミ必要とする

学術用語中のギリシア系語詞はむしろ近代科学の発達

に伴って多種多様な創造物や理念･概念にギリシア

語の造語カが極めて豊かなものであるとする価値を認め

られたのであるともいえよう.かようにしてギリシア

系語詞はその特殊性新鮮な魅力音声の美造語力

の強靱さ自由さによって今日までぼう大な学術用語

時には日常語の根拠となってきたのである.勿論学名

や学術用語としてラテン語が大いに使用されているが

他面何かの区別を必要とする時は例えば動物･植物の

種属名医学の病名など複雑な命名構成に手軽にギリ

シア系語詞が使用される.そしてラテン語詞とギリシ

ア系語詞とが混合したいわゆる｢重箱式｣の名称もよ

くみられるのである.

地質学関係の学術用語とラテン語

地質学関係の学術用語も医学･薬学の場合と同じよ

うに大部分がラテン語起源であるがまたしぱしぱギ

リシア系語詞ないしは語幹に頼るものも少なくない.

一般的には古生物学の分野つまり動物anima1ia植物

p1antaeが代表的でその他層位学や構造地質学などに

も多いが岩石学や鉱物学では比較的少ないといえよう･

しかしこれらについて詳しく述べればきりがないので

例をあげながらさらにラテン語の学名のルｰルなどに

もふれてみたい.

1)piscis,皿,ピスキス無一piscisの語幹pisciはiで終る

ので第三変化に属し性は男性名詞である.したがっ

てその主格(nOm)のpiscisとなる.このように一個の

名詞よりなる時は単数･複数とも主格をとる.homδ

ホモｰ人間㎜amm副iaマンマ=リア哺乳類一

s査1サｰノレ塩sa1ariumサラｰリウムは塩代つまり俸

給となるか当時は塩で俸給炉支払われていたのである.

biologiaビォロギァ生物学.

2)マa1vaavrataeウァノレウァアウラタエ大動脈弁一二個

以上の名詞よりなる場合は最初の名詞は主格(nom)で

二番目の名詞は常に属格(gen)をとる.

3)Fossamagnaフォッサマダナｰ皿NムUMANが命名

したもので日本の最も重要な大構造の一つであり本州

の中央部を南北に横断する特異な地帯である.

fOSSaは窪地(f)magnaは大きいの形容詞でこの最上級

は㎜aXimuSマクシムス.

このように名詞十形容詞の形をとる場合は名詞形容

詞とも主格(nOm)をとることになる.したがって第一

変化に属する女性名詞fOSSaの主格foSSaと大きいの

形容詞の女性主格形magnaをとってfOSSamagnaとな

る訳である.

〕ineaa1baリネアアルバ白線など

4)以上が大体根幹になるのであってさらに

名詞(nOm)十名詞(gen)十名詞(gen)corpusossispubis

コルプスオシスプビス恥骨体など

名詞(nOm)十名詞(nom)十名詞(gen)

"十"十"十形容詞(nom)

〃十〃十形容詞(nOm)

などとなり4個以上の場合は適当な組合せを用い

てよいことになっている.�
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ラテン語の造語法

すべて語詞には一次的に語根から直接に造られた語

と他の名詞･形容詞･動詞などから二次的に造り出さ

れた派生語とがある.学術用語として応用の広いのは

またここで必要なのは一定の名詞･形容詞からどのよ

うにして他の品詞が造り出されるかということであろう.

これらについて簡単に以下にのべる.

1)複合名言司の造り方

①同等の立場にある二つの名詞(形容詞など)の場合には

第一語幹十第二語幹カミｰ般式である.

②この際第一語幹の終りカミ母音であるときはこれをiにか

え子音に終るものはこれにiを加克る.但し時に一0一

に終るものもある.

③あるいは第一語幹十i+第二語幹と考えてもよい.

以上を類別してのべると

第一語が名詞の場合aurifex金工一aurum金十faciδ作る

第一語が形容詞の場合multiイ｡mis多形の一血u1tus+form

���

第一語が名詞の格形よりなる場合マεri-simi1is本当らしい

第一語派前置詞･接頭辞の場合

ab一分離除去などabmdantia豊富一杯

aa一附加など㎡eCtiδ傾向状態

ante一前予見などante-cεd6先行する

COntra一反対対立Contrarium対立する

contradic6反駁する

COn一共にくるめCOnCOrdiaコンコｰダント調和

dε一除去降下dεm6nStrδ示す

eX一外へ出すeXteriaエクステリア

in一中へこめるinVεStigδ調べる

inter一間中へinterSum関与する

interiaインテリア

ob一上へ向って

per一通じて変える

Post一後で後へ

prae一前に前へ

praeter一越えて

0mittδオミットするみのかす

perfectε完全に

POsteriOrよりおそい後の

prae-sεnS現在の

pr0一前へ予めprocεd6現われる

pro㎡dentia予見

sub一下へsubitus突然の

super一上へsuperiOrすぐれた

これはフランス語に入ってSurとなった.

tr互nS一こえて横切ってt･互nSituS通過

その他いくつかの同格の働きをするが独立では語詞の用

をなさないつぎのような接頭語カミある.

ambi一両方

diS一分散分離

in一否定反対概念の表示

re一再帰かえる

Sε一分離わげる

ini一一つの

bi一二つの

tri一三つの

ambition野心名誉心

dispersusデイスパｰジョン

inaniImS生命のない

reCordor思い出す

sεpar6分離

iniVerSuS全部の

bi1emis双翼の

tri-ceps三頭の

Sεmi一半分

Centi一百の

Sεmi-CirCu1uS半円

centi-Pedaむかで

2)その他学術用語に用いられるものにつぎのようなものが

ある.

①縮少辞1亘nula小月形corpus-cu1um小体匁ど

②名詞より形容詞の形成

これには非常に多くの方法カミ用いられる.

一註1iS一,一ari一,a1ariS翼の一亘一a翼

一ato一…をもてるvertebr互ta脊権動物一vertebrae脊椎

一δso一…に富めるformδsus美しい一forma姿

一io一,一eo一,一aceo一,一互no一泣どferreus鉄の一ferru工n鉄

oSSeuS骨の一〇SSiS骨CriSt互Cea甲殻類一CriSta硬殻

herb邑cea,一herba草動植物の科名として多く用いられる.

一邑rio一,一iCio一,一iCo一などContr畳riuS反対の一Contra反

してAfricusアフリカの一AEterアフリカ人.

一εnSiS一これは地名などから形容詞を作る場合によく用い

られる.…で見出される…に属する

また名詞化して“…人"となる.北京原人の学名Sinan-

thropuspe長inεnsisシナントロプスペキネｰンシスは

正確には｢北京で見出される(た)シナ(中国)原人｣

③形容詞より名詞が形成される場合カミありまた動詞の現在

分詞も名詞化される.さらに形容詞は種々な形成詞(接

尾語)によって名詞化される(a1tトtidδ緯度一altus蔦

いlati-tidδ緯度一1atuS拡カミった)1また動詞もよく

名詞･形容詞化される(opiniδ意見一〇pinor思うpre-

SSira圧力寸reSSuS圧すmεnS耐a測定一mεti0測る

㎡Ctor勝利一VinCδ勝つ征服するSε一men種子一Se-

rδ播くなど)が詳綱は省略する.

ギリシア系語詞と造語法

すでに述べたようにギリシア語は近代語やほとん

どあらゆる古代語の中でも最も造語力に富む言語とい

われる.したがってラテン語でも近代の多岐に発展

した学術用語としてギリシア語の性能を便利かつ有効

に応用されて広く使われるにいたった.しかしこの

造語法もその要旨はラテン語の場合と大体同趣であ

る.っぎにその概要をのべる.

1)複合名詞一それぞれの語幹に適当な修正を加へ語尾を

与える

第一語幹十第二語幹十新語尾となる.第一語幹カミｰO一

で終る第二変化名詞の時はそのまま使用できる.第一変化

の時はaをOに変え他の変化の時は子音･i･u･に0を加

えてつまり第一語幹十一0一十第二語幹として造語される

この際邪魔に淀る母音(語幹語尾の)は省略される.例を

示せばつぎの通りである.

chaetognatha毛顎動物一chaite髪毛十9nathos顎

arthro-Poda節足動物一arthron関節十Pis恩

この類は二つの名詞(または形容詞泣ど)が結合して新た

な形容詞(よく名詞化する)に用いられる場合カミ多い.動

植物の類属種名などはこれに属する.つまり動物anima1ia

や植物p1antaeなどの実名詞が省略されているもので上記�



の｡haetognathaもこの類である.

2)第一語が形容詞の場合も大体同じである

dinosaurus恐竜一dino恐しい腕のある十saumsトカゲ

protozoa原生動物一pr6tos第一の初の十･6-on動物

po1ynesiaポリネシア群島つ｡1y多い十nεsos島十i邑

barometer気圧計一baros重さ十metron測り

3)接頭辞との関連毛多くなる

われわれに関係あるものをのべるとつぎのように多くある

カミ通常使用している学術用語で思い当られるものも多いこ

とと思う.

amphi一両側にamphibia両棲類一bios生

ana一上にすっかりana1ySiS分析一1yO解く

anti一対立して

apo一…から離れて

dia一通じてdiameter直径一metronさしわたし

ek一,eks一,exo一外にすっかり

en一,endo一向に内の

entropyエントロピｰ一tropos方向

epi一上につけ加えてepiderm表皮一derma皮

kata一下へすっかりkata1ogカタログｰ1eg数える

kathode陽極一hodos道

㎜eta一後で変えてmetamorphosis変形一(morPho-o姿

を変える)十Si(こと)

para一傍ら外れたparalle1平行一allelosお互いの

Peri一周囲ぐるりにperiod週期一hodos道

pr0一あらかじめprogrammeプ回グラム

ｰgramma書いた物

Syn一協力してSyStemシステムｰSyn+Sta立つ十maもの

hyper一つげ加えてhyperbo1a双曲線一bo1ε投げること

hypo一下に不足

その他前置詞から出た接頭辞にはつぎのものがある.

a一,an一否定を表すanarchieアナｰキｰ一arche統治

dys一悪い非ays-pepsie不消化っept0こなす

eu一よい立派なeuphony音のよい調和一Phone音

hetero一異るhetero-9enous異質の一9enos属族

homo一同じhomo-9enous同質の

monO一単独のmonotony単調一tonOS.調子

di一二つのdi-Stomaジストマ虫一Stoma口

tri一三つのTrigonometrie三角術一tri+gon角ひざ

hεmi一半分のhεmiptera半翅類つteron翼

その他iSo一等しいmeso一中間のpa1in再びpoly多

校とさらに動詞幹よりのもの狂どあげればきりかないので

この程度で省略する.

なお一ioS,一ia,一ionは…に属するの意でこの語形は元素

名としてよく用いられる.

hε1iumヘリウム太陽の元素一hε1ios太陽

uraniumウラニウム天空の元素一iranOS天空

4)名詞の形成

これについても特に学術用語の形成に重要なものだけをあげ

る.

①形容詞より名詞を造る接尾辞

一tεS性質を表わすpoiotes=quantitas量

一i互,一S過性質状態を表わし近代語では一ie,一yとなる.

anomaliaアノマリｰ一an否定辞十homa1o-s同じい十ia

bioloまa生物学一bio生十1og-s学十ia

②動詞幹より名詞形成

一tos,一tε,一ton…されたものasbestos石綿一sbes一火を消す

aspha1ton渥青一spha1滑る

吋εs…する人pOietes詩人刃｡et詩

一tεr…する人｡rater噴火ロｰこれは混酒器kraterの形から

名付けられた

一ma…された物被形成物magmaマグマ

ｰδnする人ものionイオンｰi行くhormonホルモン

{ormao促すはげます

一menos,一㎜enε,一menonされる人ものPhaenomenon現象

一phaino-mai現われる見える

一iS㎜oS…主義(ラテンｰiS㎜uS)

一istεS…に関係ある近代語ではsocialistpinistなど

5)混合方式構成

便宜を主とする近･現代科学においてはラテン語系

とギリシア語系とを混交し随意な都合のよい語詞を

造りあげることが多い.いわば重箱式の読み方造り

方である.mo11uscoidea擬軟体動物一㎜o11usca(ラ

テン系)軟体動物貝類十〇ide0(ギリシア系)…のよう

な物

prOt0-chOrdata原索動物一prot0初めの十｡hOrde紐

索十atO(ラテン系)…を有するもの

この類は身体部位名称にかなり多い.解剖学的な

名称に呼び易い方を特に選ぶからであろう.一般に

はラテン語だがまれにギリシア系名詞が入っている.

hepar用干臓(ラテン語hepatis)9aster胃もラテ

ン語のVentriCu1uS(∀enterは腹)よりこの方が短か

く特長的であるため好んで用いられるようである.

これは伝達の一つの要項である明瞭性を重視した命名

方針によるといえよう･ギリシア名はかような理由

でしばしば使用される.

おわりに

以上にラテン語を主とする古典語とその造語法およ

び学術用語などについてのべた.もとよりラテン語は

死語であって標準語がどこかで話されている訳では狂

い.したカミってその国々の言語の特性に応じて適当

に使用されて良いという論法もある程度は理解出来る.

しかしこと学術用語に関する限りやはり発音･文法･

造語法とも国際的に通用するよう統一されるのが適当

であろう.

それはさておきギリシア文化は近代科学の礎石とな

ったアリストテレスをはじめヒポクラテスによる水銀

(辰砂)の利用に端を発した近代医学への発展などの

〔以下37真下段へっづ<〕�


